
聴覚障がい学生の主体的な講義参加を可能にする	
 

手書きノートテイク支援システム（第２報）	
 
Development of a handwriting note-taking system 

 for helping hard-of-hearing students paticipate in lectures (Part 2） 
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1.	
 はじめに	
 

	
 高等教育機関において，障がいがある学生にたい

する合理的配慮の重要性が認識されつつある．聴覚

に障がいがある学生にたいしては講義中における情

報保障としてノートテイクが行われている．筆者ら

は，第26回リハ工学カンファレンスにおいて，講義

に主体的に参加できるようにするための手書きノー

トテイクシステムの提案を行った 1）．さらに第27回

リハ工学カンファレンスでは情報保障のあるべき姿

について言及するとともに，実際の教場での取り組

みを報告した 2）．今回，これまでに開発したノート

テイク支援システム 3）にくらべて可搬性を向上させ

た新たな支援システムのプロトタイプを開発したの

で報告する．	
 

	
 

2.	
 取り組みの背景	
 

	
 一般に，聴覚に障がいがある学生の情報保障は，

講師が喋っている言葉を可能な限り正確に文字情報

として提供することであると考えられている．しか

し筆者らは，学生と教員，さらにそれらを包む環境

をも含めて，障がいがある学生が授業への参加感を

感じ取りながら授業を受けられるように支援するこ

とこそ本来の情報保障であると考える．	
 

	
 本研究は，筆者の一人が教壇に立って講義をして

いる時に感じた「違和感」がきっかけとなって始ま

った．その違和感とは，情報保障を受けている聴覚

障がい学生が，両側を支援者に挟まれた状態で教室

の最前列に着席し受講していること，聴覚障がい学

生の視線は支援者であるノートテイカーが書き取っ

ているノートや，パソコン表示画面に釘付けになっ

ており講師やスクリーンに投影された情報に目が向

くことが少ないなどである．	
 

Fig.1	
 一般的なノートテイク支援	
 

 

Fig.2	
 提案するノートテイク支援システム	
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 以上のことから，本研究では，ノートテイク支援

者から離れて，教室の好きな位置で学友と共に受講

できることを可能にする支援システムを開発するこ

ととした．このことは，支援者からの情報保障だけ

でなく講師が提示するスクリーンに投影された情報，

講師の表情や口の動きをも確認しやすくなる．	
 

	
 ノートテイクには，パソコンを用いたパソコンノ

ートテイクと手書きノートテイクがある．パソコン

ノートテイクは手書きにくらべて時間あたりの情報

量が多いこと，文字が読み取りやすいことなどが利

点としてあげられる一方で，理数系の講義での数式

や図の表現には適さないなどの欠点がある．手書き

ノートテイクの利点は，支援者にもよるが適切な要

約があれば講義内容が理解しやすいという利点があ

る一方で，パソコンノートテイクにくらべて情報量

が少ない，支援者が書く文字の読み取りやすさにば

らつきが多い，支援者の手で情報が隠れてしまい読

み取りにくいことがあるなどの欠点がある．	
 

	
 本研究では依然として強いニーズがある手書き

ノートテイクに焦点をあてるとともに，その欠点を

補いながら聴覚障がい学生の講義への参加感を高め

るためのシステムを実現することを目標とする．	
 

	
 

3.	
 新たに提案する手書きノートテイクシステム	
 

	
 システムの概念図をFig.2 に示す．システムは特

殊なドットパターンを印刷したノート，リアルタイ

ムの筆跡データを読み取りBluetooth 無線インタフ

ェースを介して処理装置などに転送することができ

るデジタルペン（Anoto	
 Pen，スウェーデン	
 Anoto

社），データ処理と支援者データ確認用7インチディ

スプレイ内蔵スレート型デバイス（Android	
 OS	
 4.03），

小型Wi-Fi ルータ，被支援者にたいする情報提示用

の 10 インチディスプレイ内蔵スレート型端末

（Android	
 OS	
 4.03），さらに各々のスレート型端末

に内蔵するノートテイク支援システム用アプリから

構成する．	
 

	
 第 26 回リハ工学カンファレンスにおいて報告し

たノートテイク支援システムではWindows	
 OSを内蔵

したノートパソコンをベースにしたシステムであり

可搬性に問題があったが，今回は小型のスレート型

端末を用いることで，支援システムの大幅な小型化

を実現し，可搬性を高めることができた．	
 

	
 さらに，今回試作したシステムのソフトウェア的

な特長としては，ノートテイク支援中においても，

被支援者が過去の筆記データにさかのぼって講義内

容を参照することができることである（Fig.3）．つ

まり，情報操作の主導権を被支援者に与えることが

できるようになる．この機能の有効性については今

後の試験運用の過程で評価する予定である．	
 

	
 現状システムでは，一名の被支援者のみを対象と

しているが，今後は複数人を同時に支援できるシス

テムの開発を予定している．	
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Fig.3	
 被支援者による参照頁の操作可能	
 

コミュニケーション4　A室　8月23日（金）14:50～16:20 RESJA 2013

- 172 -- 172 -- 172 -




